
第５学年 道徳 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9（金）14：35～15：20

授業者：乳井 祐実子

場 所：5年 2組教室

１ 主題名 「身近な国際交流」 資料名『ポンタンの新しい学校』（自作資料）【内容項目４－（８）国際理解・親善】

２ 本時の指導

本時のねらい ・住んでいる場所や文化は違っていても，互いのことを理解し合い，進んで交流を図ろうとする心情をはぐくむ 。

目指す児童の姿（表現） ・資料『ポンタンの新しい学校』やポンタン小学校の様子が分かる写真から，主人公「ぼく」がポンタン小学校の友達に向けてどのよ

うな気持ちを持って交流を図ろうとしていたのかを考え，書いたり話したりすることができる。

１ 日本とラオスの位置関係やポンタン小学校の

昔と今の写真を見て，ラオスの暮らしとポンタ

ン小学校の様子に興味を持つ。（３分）

２ 自作資料「ポンタンの新しい学校」の読み聞

かせを聞き，ラオスのことについて調べたぼく

が，ラオスの暮らしについてどのように思った

のかを話し合う。（７分）

３ ポンタン村の暮らしぶりを踏まえた上で，「ぼ

く」のポンタン小の友達への気持ちを考えてノ

ートに書く。（８分）

４ ノートに書いた「ぼく」の気持ちを発表する。

（１２分）

５ ポンタン小開校式の映像を見て，「ぼく」と

「ポンタン小の子ども」の気持ちを発表する。

（５分）

６ 他の国と関わっていると感じたことやつなが

っていると感じたことについて発表する。（５

分）

７ 地震のときにポンタン小から，また世界から

届けられたメッセージを聞き，「国際親善」に

ついてのまとめを聴く。（５分）

１０１の授業技術 学習活動の流れ

次のように，ポンタンへの贈り物にラオス

語での手紙を選んだぼくの気持ちを書くこと

ができる。

住んでいる国も言葉も違うけど，手紙を通して

自分のことや愛子小学校のことを伝えれば友達

になれるかもしれないという気持ちだったと思

います。

【資料の内容をより確かに理解するためのICT活用】

・資料の読み聞かせの前に，資料の舞台となっ

ているラオス（ポンタン）の写真や地図を見

せることで，資料の内容を理解させる手立て

とする。

【TCCC で思考を深めるための指導】

・自分と友達の考えの共通点や相違点を意識し

ながら発言させる。板書で価値観を類型化し

ながらまとめていくことで，多様な価値観が

あることに気付かせられるようにする。

【ねらいとする価値を深めるための ICT活用】

・ポンタン小学校の開校式の実際の映像を見せ

ることで，国際親善とは一方的なものではな

く，双方向での働き掛けがあってこそ成り立

ち，親善の心につながるということに気付か

せる。

自分のことや愛子小学校のことをたくさん知

ってもらいたいという気持ちだったと思います。

これから新しい学校でたくさん勉強をがんば

ってほしいという気持ちで手紙を書いたと思い

ます。
ポンタン小への贈り物に手紙を選んだぼくはどのよ

うな気持ちで，ラオス語での手紙を書いたのだろう。

開校おめでとうという気持ちを心から伝えた

いと思って手紙を書いていたと思います。

目指す具体的な児童の姿


